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境
内
は
、
地
面
に
並
べ
ら
れ

た
灯
明
の
、
ほ
の
か
な
明
か
り

が
描
く
模
様
で
幻
想
的
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
大
勢
の

見
学
者
が
訪
れ
非
日
常
の
美
し

さ
と
厳
粛
さ
を
感
じ
て
い
た
。

　

博
多
区
の
町
お
こ
し
団
体
が

主
催
し
て
、
昨
年
十
月
十
九
日

に
開
催
さ
れ
た
、
同
区
内
の
歴

史
的
な
情
緒
を
残
す
寺
院
な
ど

九
会
場
を
灯
明
の
明
か
り
で
演

出
す
る
「
博
多
灯
明
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
」
に
節
信
院
も
参
加
し
て

地
域
振
興
に
一
役
買
っ
た
。

　

節
信
院
は
同
月
三
十
一
日
か

ら
十
一
月
四
日
ま
で
の
、
寺
院

な
ど
十
施
設
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

す
る
同
じ
く
町
お
こ
し
行
事
の

「
博
多
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー

ク
」
に
も
協
力
し
た
。

　

十
一
月
十
三
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
は
、
節
信
院
の
企
画
で

絵
画
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
品
な

ど
の
個
展
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
間
の
十
八
日
午
後
零
時
二

十
分
か
ら
四
十
分
間
。
本
堂
に

ジ
ャ
ズ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ

た
。
演
奏
す
る
の
は
ベ
ー
ス
の

間
村
清
さ
ん
（
44
）、
ピ
ア
ノ

の
塚
本
美
樹
さ
ん（
48
）夫
妻
、

そ
れ
に
ボ
ー
カ
ル
が
娘
さ
ん
の

間
村
日
南
子
さ
ん
（
12
）
で
編

成
す
る
バ
ン
ド
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
Ｓ
」。
夫
妻
は
腕
前
も
一
流

の
演
奏
家
だ
。

　

こ
の
〝
昼
下
が
り
の
コ
ン
サ

ー
ト
〟
は
喜
納
住
職
と
知
人
の

発
案
で
始
ま
っ
た
。
毎
年
春
、

秋
の
開
催
で
、今
回
は
七
回
目
。

約
三
十
人
が
鑑
賞
し
た
。

　

近
く
の
会
社
に
勤
め
る
人
た

ち
が
、
聴
き
に
来
て
く
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
予
想
で
ス
タ
ー
ト

し
た
ら
、
近
所
の
お
年
寄
り
も

や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
昼
間
の
お
寺
は
だ
れ
も
い

な
い
が
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、

ほ
っ
と
す
る
空
間
。
地
域
の
皆

さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
―
と
住
職
夫
人
の
弘
子
さ

ん
は
い
う
。

（１）

　

黒
田
藩
の
勤
皇
家
家
老
、
加
藤
司
書
公
の
菩
提
寺
「
節
信

院
」（
喜
納
浩
一
住
職
＝
福
岡
市
博
多
区
御
供
所
町
一
一
）

は
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
独
自
の
催
事
の
開
催
な
ど
で
地

域
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
て
い
る
。「
お
寺
で
あ
っ
て
も
、

皆
さ
ん
が
仏
事
以
外
で
も
訪
れ
や
す
い
場
所
で
あ
り
た
い
」

と
い
う
の
が
喜
納
住
職
夫
妻
の
願
い
だ
。（
３
面
に
関
連
記

事
）

山門を地域に開く山門を地域に開く
司書公の菩提寺節信院

本
堂
に
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
る

〝
昼
下
が
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
〟

　　
今号の主な内容

▽
「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
」
を
齋
行
＝

　

２
面

▽
新
連
載
「
筑
前
風
濤
録
」
＝
２
面

▽
司
書
公
と
勤
皇
党
諸
烈
士
を
追
悼
＝
３

　

面
▽
本
の
紹
介
＝
４
面

▽
「
和
楽
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会
」
参
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＝
５
面

▽
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芳
名
録
」
＝
５
面
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憂
国
の
士
、
中
野
正
剛
先
生

の
ご
遺
徳
を
し
の
び
、
顕
彰
す

る
「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
」

が
昨
年
十
月
二
十
六
日
、
福
岡

市
中
央
区
今
川
一
丁
目
の
鳥
飼

八
幡
宮
で
齋
行
さ
れ
た
。
主
催

は
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会
。

　

昨
年
は
、
中
野
先
生
が
東
條

英
機
首
相
の
退
陣
を
図
り
、
昭

和
十
八
年
十
月
二
十
七
日
に
自

決
さ
れ
て
か
ら
満
七
十
年
に
当

た
り
、
例
年
に
増
し
て
意
義
深

い
顕
彰
祭
だ
っ
た
。
同
顕
彰
会

会
員
は
じ
め
中
野
先
生
の
崇
敬

者
ら
約
四
十
人
が
参
列
し
た
。

　

同
八
幡
宮
境
内
の
中
野
先
生

銅
像
前
に
祭
壇
が
設
け
ら
れ
、

山
内
勝
二
郎
宮
司
に
よ
っ
て
祝

詞
奏
上
、
玉
串
奉
奠
な
ど
の
神

事
が
滞
り
な
く
進
め
ら
れ
た
。

　

終
わ
っ
て
同
顕
彰
会
の
吉
村

剛
太
郎
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち

「
十
月
二
十
六
日
の
こ
の
日
に

中
野
先
生
は
拘
束
さ
れ
た
憲
兵

隊
か
ら
帰
宅
さ
れ
た
。
何
事
も

な
い
よ
う
に
家
族
と
夕
食
を
取

ら
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
夜
、
割

腹
さ
れ
た
。
常
人
に
は
考
え
も

及
ば
な
い
、
す
さ
ま
じ
い
気
力

と
い
え
る
。
昭
和
十
六
年
に
太

平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
中
野
先

生
は
昭
和
十
八
年
か
ら
和
平
工

作
に
走
り
回
っ
た
が
、
東
條
に

妨
害
さ
れ
た
。
和
平
工
作
が
、

も
う
一
年
で
も
早
け
れ
ば
多
く

の
戦
死
者
が
出
る
こ
と
も
な

く
、
ま
た
原
爆
の
投
下
も
避
け

　

中
野
先
生
の
銅
像
は
、
昭
和

五
十
九
年
十
月
二
十
七
日
に
、

完
成
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
七

百
人
も
の
人
が
参
列
す
る
盛
大

な
も
の
だ
っ
た
。
今
年
、
平
成

二
十
六
年
は
建
立
三
十
周
年
を

迎
え
る
。

　

銅
像
建
設
は
、
玄
洋
社
記
念

館
創
設
者
で
中
野
先
生
の
秘
書

で
も
あ
っ
た
元
福
岡
市
長
、
故

進
藤
一
馬
先
生
に
よ
っ
て
実
現

し
た
。

　

進
藤
先
生
は
、
戦
後
間
も
な

く
か
ら
「
正
剛
会
」
を
主
宰
し

て
中
野
先
生
の
顕
彰
事
業
を
行

い
十
三
回
忌
に
当
た
る
昭
和
三

十
年
三
月
に
、
銅
像
の
向
か
っ

て
左
側
に
建
つ
顕
彰
碑
を
建
立

さ
れ
た
。

　

年
月
が
た
つ
う
ち
に
、
崇
敬

者
に
「
中
野
先
生
の
在
り
し
日

の
雄
姿
を
形
に
残
し
て
も
ら
い

た
い
」「
顕
彰
碑
だ
け
で
は
画

竜
点
睛
を
欠
く
思
い
を
禁
じ
得

な
い
」と
の
気
運
が
高
ま
っ
た
。

進
藤
先
生
は
、
中
野
先
生
没
後

四
十
年
事
業
と
し
て
銅
像
建
設

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

昭
和
五
十
八
年
十
月
の
「
中

野
正
剛
先
生
四
十
年
祭
」
で
進

藤
先
生
を
会
長
に
「
中
野
正
剛

先
生
銅
像
建
設
期
成
準
備
会
」

が
発
足
し
、
銅
像
建
設
は
始
動

し
た
。

　
「
期
成
準
備
会
」
は
十
一
月

に
「
期
成
会
」
に
移
行
し
募
金

活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
全
国
津

図
浦
々
、
各
界
各
層
か
ら
拠
金

が
寄
せ
ら
れ
た
。
銅
像
の
制
作

は
当
時
、
九
州
造
形
短
大
学
長

で
、
平
成
十
七
年
度
の
福
岡
市

文
化
賞
を
受
賞
し
た
木
戸
龍
一

氏
に
依
頼
さ
れ
た
。

　

銅
像
は
高
さ
三
㍍
。
台
座
は

高
さ
二
・
五
㍍
で
幅
が
一
・
五

㍍
、
奥
行
き
一
・
四
㍍
。
台
座

の
背
面
に
は
中
野
先
生
が
愛
し

た
孟
子
の
言
葉
の
一
節
「
豪
傑

之
士
雖
無
文
王
猶
興
」
が
刻
ま

れ
て
い
る
。

　

幕
末
か
ら
明
治
末
年
に
至
る
半
世
紀
は
、
わ
が
国
が
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
〝
疾
風
怒
濤
〟
の
時
代
で
あ
っ
た
。
争

乱
、
政
権
交
代
、
内
戦
に
続
い
て
国
運
を
賭
し
た
外
国
と
の
戦

争
を
二
度
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
日
本
は
新
興
国
と
し
て
近
代
化
の
道
を
突
っ
走
り

な
が
ら
、
一
方
で
は
旧
藩
時
代
の
意
識
を
捨
て
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

薩
長
土
肥
の
藩
閥
政
府
の
砦
（
と
り
で
）
は
堅
く
、
藩
閥
以

外
の
余
人
を
近
づ
け
な
か
っ
た
。
特
に
冷
遇
さ
れ
た
の
は
戊
辰

戦
争
の
当
面
の
敵
・
奥
羽
列
藩
で
あ
り
筑
前
藩
で
あ
っ
た
。

　

奥
羽
諸
藩
の
場
合
は
中
心
に
な
っ
た
会
津
藩
主
・
松
平
容
保

（
ま
つ
だ
い
ら
・
か
た
も
り
）
が
幕
末
の
京
都
守
護
職
と
し
て

尊
攘
浪
士
を
痛
烈
に
弾
圧
し
た
こ
と
に
対
す
る
報
復
の
意
味
も

多
分
に
あ
っ
た
の
だ
が
筑
前
の
場
合
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
不
運
な

要
因
が
重
な
っ
て
結
局
は
冷
や
飯
を
食
わ
さ
れ
る
羽
目
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
「
野（
や
）に
遺
賢
な
し
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。賢
人
を
野（
民

間
）
に
置
い
た
ま
ま
に
せ
ず
、
あ
げ
て
官
に
用
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
〝
官
〟
の
側
の
都
合
の
い
い
考
え

方
で
、
遺
賢
が
野
に
あ
っ
て
政
府
を
批
判
し
た
り
反
政
府
の
行

動
を
と
る
こ
と
を
封
じ
て
し
ま
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　
「
明
治
政
府
は
野
に
遺
賢
を
放
置
し
な
か
っ
た
政
府
で
あ

る
」
と
い
う
評
価
が
あ
る
が
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

　

明
治
政
府
は
前
述
の
通
り
特
定
の
藩
士
に
対
し
て
官
へ
の
門

を
堅
く
閉
ざ
し
て
い
た
。
そ
の
好
例
が
あ
る
。
明
治
初
年
、
福

連
載
の
は
じ
め
に 柳　

猛
直

（２）

ら
れ
た
と
思
う
。
中
野
先
生
の

行
動
は
永
遠
に
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
」
と
参
列
者
に
訴
え
た
。

　

神
事
の
後
、
会
場
を
同
八
幡

宮
参
集
殿
に
場
所
を
移
し
、
直

会
（
な
お
ら
い
）
が
催
さ
れ
、

参
加
者
は
、
歓
談
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
。

没
後
70
年
で
中
野
先
生
の
足
跡
に
思
い
を
新
た
に
し
た
顕
彰
祭

銅
像
建
立
30
年
に

ご
遺
徳
し
の
び
顕
彰
祭

中
野
正
剛
先
生
没
後
70
年

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

今 年

〈1〉
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筑
前
・
黒
田
藩
の
勤
皇
派
弾

圧
事
件
「
乙
丑
の
獄
」
で
犠
牲

に
な
っ
た
同
藩
家
老
、
加
藤
司

書
公
と
勤
皇
党
諸
烈
士
の
追
悼

会
が
昨
年
十
月
二
十
五
日
、
福

岡
市
博
多
区
御
供
所
町
一
一
の

司
書
公
の
菩
提
寺
、
節
信
院
で

齋
行
さ
れ
た
。
司
書
会
会
員
ら

流
明
暗
流
会
員
が「
虚
空
鈴
慕
」

を
献
笛
、
筑
前
今
様
道
場
「
宰

都
館
」会
員
が「
加
藤
司
書
公
」

を
献
吟
し
た
。

　

締
め
く
く
り
に
、
明
治
維
新

史
学
会
会
員
の
力
武
豊
隆
さ
ん

が
「
加
藤
司
書
公
の
死
生
観
に

つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

乙
丑
の
獄
で
は
八
人
が
切
腹

を
命
じ
ら
れ
た
が
、
特
に
司
書

公
に
は
世
間
の
同
情
が
集
ま
っ

た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
―
力
武
さ

ん
は
、
司
書
公
が
切
腹
直
前
に

詠
ん
だ
辞
世
の
句
「
君
が
た
め

尽
す
赤
心　

け
ふ
よ
り
は　

猶

い
や
ま
さ
る　

武
士
の
一
念
」

を
引
い
て
「
他
の
人
々
が
、
自

分
自
身
の
人
生
や
家
族
の
こ
と

を
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
最

後
ま
で
主
君
へ
の
忠
誠
を
貫
い

た
司
書
公
の
態
度
は
党
派
を
超

え
て
感
動
を
呼
ん
だ
。
尊
敬
さ

れ
た
理
由
の
一
つ
と
い
え
る
」

と
解
説
し
た
。

約
七
十
人
が
参
列
し
た
。例
年
、

司
書
公
の
命
日
の
同
日
、
齋
行

さ
れ
て
い
る
。（
一
面
参
照
）

　

喜
納
浩
一
住
職
の
読
経
、
参

列
者
の
焼
香
、
祭
文
朗
読
で
慰

霊
し
た
。
続
い
て
筑
前
琵
琶
旭

会
代
師
範
、米
村
旭
翔
師
が「
加

藤
司
書
」
を
献
奏
、
尺
八
琴
古

岡
藩
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
金
子
堅
太
郎
と
団
琢
磨
（
だ

ん
・
た
く
ま
）
は
金
子
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
法
律
を
修
め
、

団
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
で
鉱
山
学
を
学
ん
で
帰
国

し
た
。

　

政
府
は
人
材
を
求
め
て
い
た
の
だ
が
、
金
子
も
団
も
筑
前
人

で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
門
前
払
い
を
食
っ
て
い
る
。
二
人

は
意
気
消
沈
し
て
「
も
う
一
度
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て
向
こ
う
で

就
職
口
を
探
そ
う
か
」
と
真
剣
に
相
談
し
た
と
い
う
。（
金
子

は
後
に
伊
藤
博
文
に
見
い
だ
さ
れ
て
憲
法
起
草
に
も
参
画
す
る

こ
と
に
な
る
）

　

明
治
初
年
に
は
藩
閥
政
府
か
ら
離
脱
し
て
野
に
戻
っ
た
遺
賢

た
ち
（
江
藤
新
平
、
前
原
一
誠
、
西
郷
隆
盛
）
を
仮
借
な
く
処

断
し
て
い
る
。

　

遺
賢
た
ち
が
言
論
に
よ
っ
て
政
府
を
批
判
す
る
こ
と
も
許
さ

な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
敢
然
と
し
て
藩
閥
政
府
批
判
の
声
を
あ

げ
続
け
て
い
た
の
が
頭
山
満
を
中
心
と
す
る
筑
前
玄
洋
社
の
野

の
遺
賢
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
藩
閥
政
府
は
野
の
声
を
聞
く
た
め
に
遺
賢
を
放
任

し
て
置
く
ほ
ど
寛
仁
大
度
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
玄
洋
社
は
弾

圧
に
抗
し
、
風
濤
に
逆
ら
っ
て
〝
野
の
遺
賢
〟
の
存
在
を
主
張

し
、
政
府
も
渋
々
、
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
時
代
は
浪
人
と
い
う
名
の
野
の
遺
賢
が
活
躍
し
た
時
代

で
あ
っ
た
が
、
中
に
大
陸
浪
人
と
い
わ
れ
る
、
い
か
が
わ
し
い

一
群
が
利
権
あ
さ
り
に
狂
奔
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
に
辛
亥
（
し
ん
が
い
）
革

命
が
成
功
し
た
直
後
、
孫
文
に
招
か
れ
て
中
国
に
出
か
け
て

い
っ
た
頭
山
の
一
に
ら
み
で
利
権
あ
さ
り
の
大
陸
浪
人
は
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
。
浪
人
の
頭
領
・
頭
山
満
は
そ
う
い
う
存
在

で
も
あ
っ
た
。

　
「
筑
前
風
涛
録
」
連
載
の
意
図
は
玄
洋
社
と
頭
山
満
以
下
の

そ
う
し
た
事
績
に
改
め
て
光
を
あ
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

※
こ
の
連
載
は
地
方
史
家
、
柳
猛
直
（
た
け
な
お
）
氏
（
大

正
六
年
～
平
成
九
年
）
が
昭
和
五
十
七
年
三
月
一
日
か
ら
フ
ク

ニ
チ
新
聞
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
を
、
ご
遺
族
の
了
承
を
得
て
再

掲
す
る
も
の
で
す
。題
字
は
、故
進
藤
一
馬
先
生
の
揮
毫
で
す
。

（３）

◆
加
藤
家
先
祖
の
物
語
を
出
版

　

加
藤
家
に
連
な
る
米
国
在
住

の
画
家
加
藤
睦
子
さ
ん
（
70
）

が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
隆
盛
を
誇

っ
た
先
祖
の
大
坂
摂
州
伊
丹
家

・
加
藤
家
が
黒
田
藩
の
福
岡
に

安
住
の
地
を
得
る
ま
で
を
描
い

た
小
説
『
急
ぎ
御
文
参
ら
せ
候

～
寶
樹
院
殿
悲
話
哀
話
』
を
上

梓
し
た
。

　

加
藤
家
初
代
・
又
左
衛
門
重

徳
（
伊
丹
氏
か
ら
改
名
）
が
、

有
岡
城
（
伊
丹
市
）
に
幽
閉
さ

れ
た
黒
田
官
兵
衛
に
、
牢
番
頭

と
し
て
丁
重
に
接
す
る
下
り
な

ど
は
、
官
兵
衛
ブ
ー
ム
の
折
か

ら
特
に
興
味
を
引
く
。
司
書
公

は
、
加
藤
家
十
一
代
目
。

　

定
価
二
千
円
（
税
別
）。
問

い
合
わ
せ
は
節
信
院
（
０
９
２

・
２
８
１
・
４
１
８
２
）
へ
。

一
幅
の
掛
け
軸
が
掲
示
さ
れ

た
。
司
書
公
の
筆
で
「
皇
御
國

（
す
め
ら
み
く
に
）の
武
士（
も

の
の
ふ
）
は
…
徳
成
書
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）

七
月
十
九
日
の
禁
門
の
変
で
、

幕
府
が
発
令
し
た
第
一
次
長
州

征
討
令
が
司
書
公
の
働
き
で
中

止
さ
れ
た
折
、
司
書
公
が
部
下

と
の
祝
宴
の
席
で
作
り
朗
吟
し

た
筑
前
今
様
で
あ
る
。民
謡「
黒

田
節
」
と
し
て
今
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。　

　

掛
け
軸
は
、
同
市
城
南
区

鳥
飼
五
丁
目
、
吉
田
朋
春
さ
ん

（
67
）
の
所
有
。
福
岡
市
総
合

図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る

が
、
追
悼
会
を
機
会
に
吉
田
さ

ん
の
意
向
で
披
露
さ
れ
た
。

　

吉
田
さ
ん
の
祖
父
、
良
春
さ

ん
（
昭
和
十
四
年
没
、
享
年
74

歳
）
は
宗
像
市
の
出
身
で
、
東

京
英
語
学
校
に
進
学
し
て
郷
土

の
先
輩
、
元
老
院
大
書
記
官
、

早
川
勇
の
も
と
に
寄
宿
。
早
川

勇
は
筑
前
勤
皇
党
の
一
員
で
司

書
公
の
下
で
行
動
し
、
乙
丑
の

獄
で
は
斬
罪
に
な
る
と
こ
ろ
を

藩
主
、
黒
田
長
溥
公
の
配
慮
で

免
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
関
係

か
ら
吉
田
さ
ん
は
、
掛
け
軸
は

良
春
さ
ん
が
早
川
勇
か
ら
頂
い

た
も
の
と
推
察
し
て
い
る
。

　

書
は
版
刷
り
の
複
製
ら
し
い

が
、
総
合
図
書
館
は
「
原
書
の

所
在
が
不
明
な
だ
け
に
貴
重
な

資
料
」
で
あ
り
「
色
紙
な
ど
に

書
か
れ
た
も
の
は
多
い
が
、
こ

れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
は
珍
し

い
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　

追
悼
会
で
は
、
祭
壇
の
脇
に

筑
前
琵
琶
を
献
奏
す
る
米
村
旭
翔
師

祭
壇
の
脇
に
掲
示
さ
れ
た
司
書
公
の
書
の
掛
け
軸

　

節
信
院

司
書
公
ら
を
追
悼

「
今
様
」
の
書
を
紹
介



玄　　　　　　　　　洋平成２６年１月１日 第　１１7　号
　

田
中
健
之
は
私
の
年
下
の
友

人
で
あ
る
。
こ
の
本
の
著
者
紹

介
に
よ
る
と
年
齢
は
私
と
十
四

歳
違
う
。
初
め
て
会
っ
た
三
〇

年
ほ
ど
前
、
田
中
は
理
系
の
大

学
生
だ
っ
た
。
ア
ジ
ア
主
義
関

係
の
多
く
の
文
献
・
基
礎
史
料

を
収
集
し
、
熟
読
し
、
同
年
代

の
誰
よ
り
も
豊
富
な
知
識
を

持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

そ
れ
に
容
貌
に
風
格
が
あ
り
、

す
で
に
老
成
し
た
雰
囲
気
を
具

え
て
い
た
。
私
が
『
玄
洋
社
発

掘
』
を
発
行
し
た
直
後
ぐ
ら
い

の
頃
だ
ろ
う
。

　

田
中
の
曾
祖
父
は
玄
洋
社
三

傑
の
一
人
平
岡
浩
太
郎
で
、
平

岡
の
兄
の
子
（
甥
）
が
黒
龍
会

を
創
設
し
た
内
田
良
平
で
あ

る
。
平
岡
家
の
お
一
人
、
東
京

大
学
教
授
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
）

平
岡
昇
氏
と
は
文
通
し
て
い

て
、
平
岡
氏
が
平
岡
浩
太
郎
伝

の
執
筆
を
志
し
て
お
ら
れ
た
こ

と
を
知
っ
て
い
た
。
平
岡
氏
亡

き
後
、
未
完
の
平
岡
浩
太
郎
伝

は
、
や
は
り
親
族
の
二
村
能
史

氏
（
元
福
岡
県
立
美
術
館
長
）

が
情
熱
を
燃
や
し
て
お
ら
れ
た

が
、
道
半
ば
で
逝
去
さ
れ
た
。

　

田
中
は
む
し
ろ
黒
龍
会
や
内

田
良
平
の
研
究
に
業
績
を
積
ん

で
き
た
が
、
平
岡
浩
太
郎
伝
は

当
然
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
っ
て

い
る
こ
と
と
思
う
。
今
、
田
中

は
不
定
期
に『
歴
史
群
像
』（
学

研
、
隔
月
刊
）
に
昭
和
維
新
や

終
戦
関
係
の
史
実
を
掘
り
起
こ

し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
連

載
し
て
い
る
。
そ
の
視
野
の
広

さ
、
史
料
解
釈
の
確
か
さ
は
驚

く
ば
か
り
で
、
田
中
な
ら
で
は

の
一
分
野
を
開
拓
し
た
、
す
ば

ら
し
い
レ
ポ
ー
ト
と
な
っ
て
い

る
。

　

本
書
＝
写
真
＝
は
靖
国
神
社

を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、
ふ

つ
う
な
ら
ば
祀
ら
れ
て
い
る
人

た
ち
に
目
を
向
け
る
と
こ
ろ

が
、
祀
ら
れ
て
い
な
い
人
た
ち

に
目
を
向
け
て
い
る
と
こ
ろ
に

新
し
さ
が
あ
る
。

　

靖
国
神
社
参
拝
を
め
ぐ
っ
て

は
国
内
で
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

対
立
が
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
外

交
上
も
し
ば
し
ば
紛
議
の
的
と

な
る
。
本
来
は
「
慰
霊
」
と
い

う
心
の
あ
り
方
の
は
ず
な
の

に
、
不
幸
な
こ
と
で
あ
る
。
我

が
国
の
伝
統
で
は
「
一
木
一
草

に
神
宿
る
」
と
言
い
、
山
や
岩

や
石
が
御
神
体
で
あ
り
、
神
道

の
葬
儀
で
は
人
は
死
す
と
神
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
の
伝

統
が
外
国
人
に
容
易
に
理
解
で

き
る
と
は
思
え
な
い
。
互
い
の

文
化
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

我
が
国
の
神
道
葬
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
努
力
も
必

要
な
の
だ
ろ
う
。

　

先
日
青
山
霊
園
を
訪
ね
た

が
、
こ
こ
で
は
神
道
式
に
二
礼

二
拍
手
一
礼
で
故
人
を
参
拝
す

る
。
福
岡
藩
主
黒
田
家
の
代
々

は
藩
祖
如
水
（
官
兵
衛
）
が
キ

リ
ス
ト
教
式
で
葬
儀
を
行
っ
た

と
さ
れ
（
崇
福
寺
に
は
墓
碑
で

は
な
く
記
念
碑
が
あ
る
）、
初

代
長
政
以
下
一
〇
代
斉
清
ま
で

は
禅
宗
（
臨
済
宗
）
の
崇
福
寺

が
菩
提
寺
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、二
代
忠
之
、三
代
光
之
、

八
代
治
高
の
三
人
は
真
言
宗
の

東
長
寺
、一
一
代
斉
溥（
長
溥
）

は
青
山
霊
園
に
祀
ら
れ
て
鳥
居

も
建
て
ら
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
斉
溥
は
神
で
あ
っ
て
、

戒
名
が
な
い
。
福
岡
市
西
公
園

の
光
雲
（
て
る
も
）
神
社
は
如

水
と
長
政
を
祭
神
と
す
る
。
も

と
も
と
は
福
岡
城
本
丸
に
あ
っ

た
水
鏡
権
現
と
聖
照
権
現
を
合

祀
し
た
も
の
で
あ
る
。
如
水
の

戒
名
龍
光
院
殿
、
長
政
の
戒
名

興
雲
院
殿
の
各
一
字
を
採
っ
て

神
社
名
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
田
中
に
よ
る
と
、
靖

国
神
社
の
御
祭
神
は
幕
末
以

来
、
国
事
に
斃
れ
た
志
士
や
官

軍
の
戦
死
者
な
ど
二
五
〇
万

柱
。
し
か
し
、「
同
じ
状
況
下

で
亡
く
な
っ
た
者
で
も
、
靖
国

神
社
に
は
、
神
と
し
て
祀
ら
れ

る
者
と
祀
ら
れ
な
い
者
と
が
あ

る
」。
新
選
組
は
祀
ら
れ
な
い

が
、
新
選
組
か
ら
分
裂
し
た
御

陵
衛
士
の
伊
東
甲
子
太
郎
は
祀

ら
れ
て
い
る
。
偽
官
軍
と
さ
れ

た
赤
報
隊
は
祀
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
隊
長
相
楽
総
三
は

後
に
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

朝
敵
会
津
藩
士
は
祀
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
禁
門
の
変
で

朝
廷
を
守
護
し
て
戦
死
し
た
会

津
藩
士
は
祀
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
同
じ
士
族
反
乱
（
田

中
は
「
乱
」
を
避
け
て
「
変
」

で
通
し
て
い
る
）
で
も
、
佐
賀

の
変
・
秋
月
の
変
・
萩
の
変
・

福
岡
の
変
、
そ
し
て
西
南
戦
争

の
参
加
者
は
祀
ら
れ
て
い
な
い

が
、
敬
神
党
の
熊
本
神
風
連
の

変
の
太
田
黒
伴
雄
ら
は
祀
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
事

実
か
ら
田
中
は
合
祀
さ
れ
る
人

の
基
準
が
「
時
代
や
、
政
府
の

方
針
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る

こ
と
」、「
い
さ
さ
か
不
公
平
な

き
ら
い
が
あ
る
の
は
、
政
府
の

ご
都
合
主
義
の
結
果
」
と
み
て

い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
政
府
」

は
む
ろ
ん
戦
前
の
話
で
あ
る
。

　

靖
国
神
社
は
元
々
は
東
京
招

魂
社
と
い
う
名
称
だ
っ
た
。
福

岡
で
は
現
在
の
東
公
園
に
妙
見

招
魂
社
と
馬
出
招
魂
社
が
あ

り
、
勤
王
の
志
士
と
戊
辰
戦
争

の
戦
死
者
が
分
け
て
祀
ら
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
は
現
在
の
福
岡

県
護
国
神
社
に
統
合
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
近
く
に
松
原
招
魂

社
が
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
は
福
岡

の
変
の
戦
死
者
・
獄
死
者
・
刑

死
者
を
祀
っ
て
い
た
。
田
中
は

こ
こ
で
「
賊
の
招
魂
祭
」
が
行

わ
れ
て
い
た
と
い
う
中
野
正
剛

の
回
想
を
引
用
し
て
い
る
。
こ

れ
も
現
在
は
平
尾
霊
園
の
「
魂

の
碑
」
と
し
て
合
祀
さ
れ
、
招

魂
祭
は
今
も
続
い
て
い
る
。

　

本
書
は
序
章
を
含
む
六
つ
の

章
か
ら
成
る
。

　

序　

章　

 

靖
国
に
祀
ら
れ
ざ

る
人
々
の
系
譜

　

第
一
章　

尊
皇
攘
夷
の
大
義

　

第
二
章　

第
二
維
新
の
志
士

　

第
三
章　

自
由
民
権
の
風
雲

　

第
四
章　

 

ア
ジ
ア
独
立
を
目

指
し
て

　

第
五
章　

 

昭
和
維
新
と
下
克

上

　

言
い
換
え
る
と
、
幕
末
期
、

明
治
維
新
期
か
ら
、
昭
和
戦

前
・
戦
中
期
、
終
戦
ま
で
を
視

野
に
入
れ
て
、
同
じ
よ
う
に
国

事
に
斃
れ
な
が
ら
そ
の
生
涯
が

省
み
ら
れ
な
い
人
た
ち
、「
幕

末
か
ら
終
戦
に
至
る
ま
で
の
逆

徒
と
棄
民
を
語
る
」
靖
国
神
社

外
史
0

0

と
し
て
意
図
さ
れ
た
の
が

本
書
で
あ
る
。
正
史
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
人
物

史
・
運
動
史
と
し
て
、
か
っ
こ

う
の
近
代
通
史
と
な
っ
て
い

る
。

「
頭
山
満
翁
並
び
に
玄
洋
社
物
故

者
慰
霊
祭
」（
財
団
法
人
明
道
会

主
催
）
が
昨
年
十
月
六
日
、
玄
洋

社
墓
地
が
あ
る
福
岡
市
博
多
区
千

代
四
の「
崇
福
寺
」で
齋
行
さ
れ
、

約
三
十
人
が
参
列
。
読
経
、
焼
香

で
玄
洋
社
先
覚
の
遺
徳
を
た
た
え

慰
霊
し
た
＝
写
真
。

　

同
会
の
山
崎
拓
理
事
長
は
挨
拶

で
「
我
々
の
後
継
者
の
育
成
に
努

め
た
い
」
と
述
べ
た
。

　進藤一馬先生創設の勉強会「励志
会」の年に一度の例会が昨年 11 月
22 日、福岡市中央区大名の水炊き
店「岩戸屋」で開催された＝写真。
　19 人の出席があり、近況報告や
思い出話に花が咲いた。喜寿の花田
勲さん（玄洋社記念館理事）に記念
品が贈られた。

（４）

本の紹介

（
２
０
１
３
年
７
月
、
学
研
）

名
誉
な
き
殉
国
の
志
士
た
ち
の
肖
像

『
靖
国
に
祀
ら
れ
ざ
る
人
々
』

石
瀧　

豊
美

玄洋社物故者を慰霊

「励志会」 例会を開催

田
中
健
之
著
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〝
九
州
の
お
伊
勢
さ
ま
〟
と

し
て
、
か
つ
て
は
筑
前
領
内
一

円
の
信
仰
を
集
め
た
福
岡
県
糟

屋
郡
久
山
町
猪
野
の
「
伊
野
皇

大
神
宮
」
＝
豊
丹
生
（
ぶ
に
ゅ

う
）
康
仁
宮
司
（
60
）
＝
に
毎

年
、
徒
歩
で
参
詣
を
続
け
て
い

た
「
和
楽
路
（
わ
ら
じ
）
会
」

＝
会
長
、
大
神
研
裕
・
福
岡
市

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
、
元

福
岡
市
議
会
議
長（
77
）＝
が
、

半
世
紀
以
上
前
か
ら
参
詣
の
際

に
掲
げ
て
い
た
元
自
由
党
総

裁
、
緒
方
竹
虎
先
生
（
玄
洋
社

社
員
）
揮
毫
の
旗
を
玄
洋
社
記

念
館
に
寄
贈
し
た
。

　
「
和
楽
路
会
」
が
一
昨
年
か

ら
休
会
し
、
旗
は
一
定
の
役
目

を
終
え
た
こ
と
か
ら
、
静
か
に

休
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　

旗
は
縦
一
四
四
㌢
、
横
八
〇

㌢
。「
天
下
太
平
万
民
和
楽
」

と
二
行
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

日
付
に
「
昭
和
三
十
一
年
正

月
」
と
あ
る
。
自
由
党
、
民
主

党
の
保
守
合
同
を
成
し
遂
げ
、

総
理
を
目
前
に
し
た
緒
方
先
生

の
、
一
月
二
十
八
日
に
急
逝
さ

れ
る
直
前
の
揮
毫
と
推
察
さ
れ

る
。

　
「
和
楽
路
会
」
は
、
毎
年
四

月
二
十
九
日
の
「
昭
和
の
日
」

（
昭
和
天
皇
の
誕
生
日
）
に
、

福
岡
市
東
区
の
多
々
良
農
協
を

出
発
点
に
、
旗
を
掲
げ
約
八
㌔

を
歩
い
て
「
伊
野
皇
大
神
宮
」

に
参
詣
し
た
。

　

参
詣
が
す
む
と
、
一
行
は
同

神
宮
の
前
を
流
れ
る
五
十
鈴
川

（
猪
野
川
）
そ
ば
の
公
園
で
食

事
を
取
り
歓
談
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
た
。

　

玄
洋
社
記
念
館
初
代
理
事
長

の
進
藤
一
馬
先
生
、
二
代
理
事

長
の
妹
尾
憲
介
先
生
、
信
仰
厚

か
っ
た
藤
野
正
人
・
元
福
岡
市

議
、
桑
原
敬
一
・
福
岡
市
長
、

地
元
の
小
早
川
新
・
久
山
町
長

（
い
ず
れ
も
故
人
）
ら
も
加
わ

り
、
多
い
と
き
に
は
二
百
人
も

が
参
詣
し
た
。
博
多
祇
園
山
笠

の
当
番
法
被
に
似
た
そ
ろ
い
の

法
被
も
作
っ
て
、
み
ん
な
で
着

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
二
万
円
】

山
嵜　

泰
生　
　
（
那
珂
川
町
）

　
【
一
万
円
】

行
武　
　

治　
　
　
（
福
岡
市
）

坂
上　

知
之　
　
　
（
奈
良
市
）

福
田　

明
彦　
　
　
（
福
岡
市
）

代
表
取
締
役
社
長

花

　田

　
　
　
　勲

専
務
取
締
役

児

　玉

　
　和

　久

㈲
日
産
企
画

　薬

　剤

　師

大 

江 

田

　
　

 

信

大 

江 

田

　美 

子

太
宰
府
市
宰
府
三
丁
目
四
│
二
十
一

☎
〇
九
二
│
九
二
四
│
六
二
九
六

〒
818-
0117

損
害
保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

太
宰
府
天
満
宮
前
駐
車
場

漢
方
薬
相
談
　
と
お
り
ゃ
ん
せ

用
し
、
参
詣
の
意
義
を
い
っ
そ

う
深
め
た
。

　
「
和
楽
路
会
」
は
、
頭
山
満

翁
が
創
設
し
た
。

　

明
治
四
十
年
の
同
神
宮
式
年

遷
宮
の
折
、
同
神
宮
は
造
営
費

の
奉
賛
を
博
多
（
福
岡
市
）
方

面
に
依
頼
し
た
。
川
端
の
漬
物

屋
金
山
堂
主
人
、
八
尋
利
兵
衛

と
対
馬
小
路
の
石
蔵
秀
次
郎
と

い
う
人
が
、
早
速
、
千
人
講
を

組
織
。
二
、
三
二
六
人
の
講
員

を
集
め
て
同
神
宮
に
「
千
人
詣

り
」
を
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
博
多
と
同
神
宮

の
縁
が
深
ま
り
、
昭
和
十
一
年

に
は
頭
山
翁
が
自
ら
「
和
楽
路

会
」
を
組
織
し
て
参
詣
し
た
。

「
和
楽
」
は
「
皆
が
そ
ろ
っ
て

な
ご
や
か
に
楽
し
む
」
こ
と
。

履
く
〝
わ
ら
じ
〟
と
結
び
つ
け

た
命
名
だ
。
そ
れ
以
後
「
和
楽

路
会
」
は
継
続
し
途
中
、
小
早

川
町
長
が
「
毎
年
、
四
月
二
十

九
日
」を
参
詣
の
日
に
決
め
た
。

賛
助
会
員
芳
名
録

 （
11
月
10
日
現
在
・
敬
称
略
）

平　成　2 6　年　 元  旦 
午

役目終え玄洋社記念館に

大
神
研
裕
会
長

参詣旗を寄贈

緒方竹虎先生揮毫の参詣旗

頭山翁ゆかりの「和楽路会」
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十
四
歳
で
渡
米

し
、
コ
シ
ョ
ウ
栽

培
で
成
功
し
て
コ

シ
ョ
ウ
王
と
呼
ば

れ
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
郡
サ
ン
マ
ー
コ

ス
市
に
、
そ
の
死

後
、
功
績
を
称
え

て
、
喜
三
の
名
を

冠
し
た
道
路
が
あ

る
と
知
り
ま
し

た
。

　

喜
三
は
ア
メ
リ

カ
に
移
民
し
、
日

属
小
中
学
校
（
西
公
園
下
）
に

は
柴
田
文
城
の
銅
像
が
建
っ
て

い
ま
す
。
文
城
は
、
頭
山
満
の

姪
の
夫
で
、
か
つ
、
隆
介
氏
の

妻
の
伯
父
で
す
。
文
城
は
隆
介

氏
の
妻
の
妹
（
実
姪
）
を
養
女

と
し
て
い
た
の
で
、
形
式
的
に

は
、
頭
山
満
の
義
理
の
甥
が
文

城
、
文
城
の
養
女
の
義
兄
が
隆

介
氏
と
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
関

係
で
頭
山
と
隆
介
氏
は
文
城
を

介
し
て
面
識
が
あ
り
ま
し
た
。

　

突
然
の
訪
問
に
驚
い
た
頭
山

に
、
こ
こ
で
何
を
し
て
い
る
の

か
、
と
問
わ
れ
た
隆
介
氏
は
、

絹
紡
工
場
を
し
て
い
ま
す
と
答

え
ま
し
た
。
正
確
に
引
用
す
る

と
こ
う
で
す
。

　
「
絹
紡
工
場
と
い
い
ま
す
の

は
以
前
は
屑
繭ま

ゆ

が
た
く
さ
ん
出

る
が
そ
れ
を
廃
棄
し
て
い
た
の

を
集
荷
し
、
こ
れ
を
原
料
に
し

て
処
理
し
て
立
派
な
絹
織
物
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

野
蚕
と
い
っ
て
植
物
で
直
接
育

つ
も
の
も
集
め
て
い
ま
す
」

　

感
心
し
た
頭
山
は
福
岡
に
直

行
す
る
予
定
を
変
更
し
て
「
お

前
の
工
場
を
視
察
す
る
」
と
言

い
出
し
ま
す
。
急
き
ょ
頭
山
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
工
場

は
、
事
務
所
の
配
置
を
替
え
、

白
布
を
敷
き
、
頭
山
と
峰
尾
夫

人
の
席
を
中
心
に
し
た
清
楚
な

式
場
を
も
う
け
ま
し
た
。
市

長
、
警
察
署
長
に
も
連
絡
し
、

が
、
驚
い
た
こ
と
に
隆
介
氏
の

父
喜き

三そ
う

は
私
の
住
む
町
（
同
郡

須
恵
町
）
の
出
身
で
し
た
。

　

な
ぜ
日
米
に
別
れ
て
生
き
た

の
か
、
と
い
う
事
情
も
詳
し
く

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
私
の
住

む
町
に
生
ま
れ
た
原
田
喜
三

は
、
隣
町
の
安
河
内
家
の
婿
養

子
に
な
り
ま
す
。
明
治
三
十
九

年
（
一
九
〇
六
）、
数
え
年
三

　

隣
町
（
福
岡
県
糟
屋
郡
粕
屋

町
）
の
歴
史
資
料
館
で
『
父
と

子　

日
米
に
別
れ
て
生
き
た
九

十
年
』
と
い
う
本
の
存
在
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
。
私
家
版
で
平

成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
発
行

さ
れ
た
も
の
で
す
。
著
者
は
安

河
内
隆
介
氏
。
当
時
九
十
三
歳

で
し
た
。

　

資
料
館
の
担
当
者
は
こ
の
中

系
一
世
と
し
て
生
涯
を
全
う
し

ま
し
た
が
、
そ
の
子
・
隆
介
氏

は
中
学
修
猷
館
か
ら
早
稲
田
大

学
に
進
み
、
富
士
紡
績
に
入
り

ま
し
た
。
や
が
て
太
平
洋
戦
争

が
始
ま
り
、
喜
三
一
家
は
他
の

日
系
人
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
収
容
所
へ
送
ら
れ
ま
す
。

隆
介
氏
は
陸
軍
省
か
ら
ビ
ル
マ

に
派
遣
さ
れ
ま
す
が
、
輸
送
船

が
米
軍
に
沈
め
ら
れ
、
九
死
に

一
生
を
得
て
帰
還
し
ま
す
。
父

と
子
が
日
米
に
別
れ
、
敵
対
す

る
国
に
引
き
裂
か
れ
て
、
共
に

運
命
に
翻
弄
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。

　

さ
て
、
昭
和
十
七
年
（
一
九

四
二
）
十
月
、
富
士
紡
の
中
津

工
場
長
を
し
て
い
た
隆
介
氏
は

「
頭
山
先
生
の
一
行
二
十
人
が

宇
佐
八
幡
宮
に
戦
勝
祈
願
さ

れ
、
耶
馬
溪
に
投
宿
さ
れ
た
こ

と
を
知
り
」挨
拶
に
行
き
ま
す
。

　

福
岡
師
範
学
校
第
一
回
卒
業

で
、
県
下
教
育
界
の
重
鎮
だ
っ

た
柴
田
文
城
と
い
う
人
物
が
い

ま
す
。
中
野
正
剛
と
緒
方
竹
虎

が
福
岡
師
範
付
属
小
学
校
在
学

中
、
校
長
だ
っ
た
柴
田
の
薫
陶

を
受
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
福
岡
教
育
大
学
付

に
頭
山
満
に
つ

い
て
の
記
述
が

あ
る
の
で
、
私

に
有
用
で
は
な

い
か
と
考
え

て
、
そ
の
部
分

だ
け
コ
ピ
ー
し

て
く
れ
ま
し

た
。
私
は
全
体

を
読
ん
で
見
た

い
と
考
え
、
特

別
に
借
り
出
さ

せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
頭
山
満

の
こ
と
も
教
え

ら
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た

厳
重
な
警
戒
が
し
か
れ
、
市

長
・
署
長
と
も
に
工
場
で
出
迎

え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
も
頭
山
の
名
声
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。

　

頭
山
は
実
は
体
調
を
く
ず
し

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も

工
場
見
学
を
選
び
ま
し
た
。
隆

介
氏
が
肩
を
抱
え
て
歩
調
を
合

わ
せ
、
一
時
間
ほ
ど
工
場
を
視

察
す
る
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
質

問
を
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
印

象
を
隆
介
氏
は
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
ま
す
。

　
「
そ
れ
ま
で
単
な
る
豪
傑
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
間
違
い
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
戦
時
下

の
わ
が
国
の
産
業
経
済
を
よ
く

研
究
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。」

　

頭
山
の
身
近
に
接
し
た
人

の
、
こ
う
い
う
感
想
が
貴
重
で

す
。
そ
も
そ
も
隆
介
氏
は
戦
後

四
十
五
年
を
経
て
、
頭
山
の
真

価
を
知
る
人
が
少
な
く
な
っ
た

か
ら
と
、
こ
の
証
言
を
残
し
た

の
で
し
た
。「
先
生
の
真
髄
に

触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
生

涯
の
大
き
な
思
い
出
の
一
つ
と

な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

翌
日
、
隆
介
氏
は
会
社
で

作
っ
た
富
士
絹
二
反
を
持
っ

て
、
福
岡
市
西
新
町
の
頭
山
の

生
家
・
筒
井
家
を
訪
ね
ま
し
た

（
現
在
は
西
新
プ
ラ
リ
バ

〈
旧
・
西
新
岩
田
屋
〉
の
敷
地

と
な
っ
て
い
ま
す
）。
頭
山
は

六
、
七
人
の
揮
毫
依
頼
に
筆
を

執
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た

（
体
調
不
良
が
続
い
て
い
た
た

め
で
し
ょ
う
）。
し
か
し
、
隆

介
氏
が
会
社
の
講
堂
に
一
枚
、

私
個
人
に
一
枚
、
扁
額
の
揮
毫

を
お
願
い
し
ま
す
と
申
し
出
る

と
、「
先
生
は
毅
然
と
し
て
筆

を
と
ら
れ
、
ご
令
息
方
の
介
添

え
を
受
け
、
会
社
に
は
『
繊
維

報
国
』、私
に
は『
不
動
如
山（
動

か
ざ
る
こ
と
山
の
如
し
）』
と

鮮
か
に
大
書
し
て
下
さ
っ

た
」。
頭
山
満
は
二
年
後
に
九

十
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
八

十
八
歳
で
旅
行
を
す
る
だ
け
で

［
写
真
説
明
］

写
真
１
は
石
瀧
蔵
の
扁
額
「
億

兆
一
心
」（
立
雲
書
）
で
す
。

写
真
２
は
「
億
」
の
右
肩
に
押

さ
れ
た
印
（
関
防
印
ま
た
は
引

首
印
）。
何
と
書
い
て
あ
る
か

読
め
な
い
の
が
ふ
つ
う
で
す

が
、
幸
い
藤
本
尚
則
著
『
頭
山

満
翁
写
真
伝
』
巻
末
に
印
譜
を

収
め
て
い
て
、
印
の
由
来
を
説

ー
書
と
人
物
ー

（６）

明
し
て
い
ま
す
。「
以
虚
受
人
」

と
読
み
、
印
材
は
鯨
の
骨
で

す
。
写
真
３
は
「
立
雲
」
の
署

名
（
竹
筆
の
特
徴
が
出
て
い
ま

す
）
と
、
上
が
姓
と
名
を
記
し

た
白
文
印
（
陰
刻
）、
下
が
雅

号
を
記
し
た
朱
文
印
（
陽
刻
）

で
す
。
こ
の
三
顆
の
組
み
合
わ

せ
が
最
も
目
に
ふ
れ
や
す
い
も

の
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

も
、
当
時
と
し
て
は
信
じ
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
頑
健
さ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

富
士
紡
中
津
工
場
講
堂
の
頭

山
の
額
は
い
っ
た
い
ど
う
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
中
津
工
場
は

火
災
で
焼
失
し
、
残
念
な
が
ら

現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

頭
山
の
宇
佐
神
宮
参
拝
と
中

津
工
場
見
学
は
地
元
紙
が
詳
し

く
報
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
中
津
市
立
小
幡
記
念

図
書
館
に
問
い
合
わ
せ
て
み
ま

し
た
。
当
時
の
大
分
合
同
新
聞

を
調
べ
て
く
れ
た
の
で
す
が
、

該
当
す
る
記
事
は
見
い
だ
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。
も
う
一
方
の
額

「
不
動
如
山
」
は
、
隆
介
氏
の

お
子
様
で
あ
る
公
二
氏
が
、
今

も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

※
安
河
内
公
二
様
、
粕
屋
町
立

歴
史
資
料
館
、
中
津
市
立
小
幡

記
念
図
書
館
の
ご
教
示
・
ご
協

力
に
感
謝
し
ま
す
。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 59 回

同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

③

写真１　扁額「億兆一心」

写真２　関防印

写
真
３　
「
立
雲
」
の
落
款
と
姓

名
印
（
白
文
）・
雅
号
印
「
朱
文
」


